
東北食農ネットワーク”T-FAN”第 29 号をお届けします。

第 29 号では、農林水産省主催で東京ビッグサイトで 2018 年 11.20～22 に開催されました『アグ

リビジネス創出フェア 2018』に東北ハイテク研が出展しました産学連携活動について報告します。  

「アグリビジネス創出フェア 2018」

は、全国の産学官の機関が有する、農

林水産・食品産業分野などの最新の研

究成果を展示やプレゼンテーションなどで分かりやすく紹介し、研究機関間や研究機関と事業者との連携

を促す場として開催する「技術交流展示会」です。

第 15 回目となる今回は、「スマート農林水産業」をテーマに開催され、全国の 136 機関が最新の研究

成果を出展するとともに、基調講演、特別トークセッション、セミナー及びマッチングサポートツアーな

ど、来場者と出展者との連携を促す様々な企画が実施されました。

東北ハイテク研は、2018 年度のフェアでは

『東北農業のブランド品種』をテーマとして、り

んご３品種（岩手・紅果園のロマンシリーズ、岩

手大学が育成した「はるか」、農研機構が育成した「ルビースィート」）、岩手農研が育成した雑穀品種、

東北農研が最近育成した注目品種ならびに多様な加工用途が期待されているもち性小麦「もち姫」のパネ

ル展示を行い、ブース訪問者に説明しました。
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また、もち姫と南部小麦を混ぜて作った東北特有の郷土食「がんづき」（花巻農協女性部製造）と、リ

りんご新品種「はるか」「奥州ロマン」の試食（ふじと比較）と試食結果に関するアンケート調査を実施

しました。試食アンケート結果については、今後詳細な分析を行って報告する予定ですが、おおむね好評

で、今後の消費拡大に期待が持てる内容でした。

＜ポスター説明、試食調査風景＞


